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助 思
役包
に第
笠自
本 警
保柔
彦星
氏2
選三
イ壬ら
同
忌

昭
和
臼
年
度
決
算
な
ど
幻
議
案
を
認
定
・
可
決
・
承
認
・
同
意
す
る
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昭
和
閃
年
第

4
固
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、
会
期

を

9
月
初
日
ま
で
の
刊
日
間
と
決
め
、

Q
V
月
別
日
に

開
会
し
ま
し
た
。
開
会
自
の
却
日
巳
は
、
永
年
勤
続

議
員
の
表
彰
ガ
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

上
程
さ
れ
だ
討

議
案
に
対
す
る
提
案
理
由
説
明
や
議
案
の
細
部
説
明

ガ
行
わ
れ
、
さ
ら
巳
監
査
委
員
か
ら
、
昭
和
白
年
度

決
算
巳
対
す
る
審
査
報
告
が
あ
り
ま
し
だ
。
そ
し
て

引
臼
に
は
、
上
程
案
件
に
対
す
る
質
疑
、
お
日
巳
は

町
政
全
般
に
わ
定
る
代
表
質
問
・
一
般
質
問
が
仔
わ

れ
、
そ
の
後
、
上
程
案
件
な
ら
び
に
請
願

2
件
、
陳

情
4
1
件
が
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
ま
し
た
。
翌

U
日
と
お
日
に
は
、
議
会
か
ら
付
託

さ
れ
疋
上
程
案
件
な
ら
び
に
請
願
・
陳
情
ガ
各
常
任

委
員
会
で
慎
重
に
審
査
さ
れ
、
最
終
日
の
初
日
に
は
、

委
員
長
報
告
・
討
論
を
経
て
、
採
決
の
結
果
、
上
程

さ
れ
定
引
議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
・

可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
定
。

そ
の
後
、
「
朝
日
町
助
役

を
選
任
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る
件
」
な
ど

3
議
案

ガ
追
加
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
だ
。

さ
ら
に
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
決
議
案
な
ど

3

議
案
ガ
追
加
主
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り

可
決
、

そ
の
後
、
正
副
議
長
の
辞
職
巴
よ
り
、
選
挙
を

執
行
し
て
新
た
な
正
劃
議
長
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

J
y
e

ぉ
、
品
．
駄
の
「
消
貨
税
に
反

対
す
る
立
見
占
採
択
に

つ
い
て
」

は
、
諸
般
の
状
況
を
勘
案
し
て
継

続
従
査
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た

環

境

厚

生

委

員

会

付
記
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
む
り
必
定
、

可
決
、
点
認
す
べ
き
も
の
と
決
し

キ
ナ
し
た

な
む
、
議
案
得
点
刊
の
過
ね
で
次

の
安
望
立
昆
が
あ
り
ま
し
た
。

－

町
他
山
肌
管
則
的
助
の
拠
点
で

あ
る
似
他
セ
ン
タ
ー
の
効
本
的
所
－

聞
と
有
効
利
川
を
凶
る
民
地
か
ら
、

一川
病
院
と
保
健
セ
ン
タ
ー
を
布
機

的
に
結
ぶ
な
ど
の
述
時
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
作
民
の
，

r防
医
学
の

充
実
と
健
保
相
談
お
よ
び
機
能
川

復
訓
練
な
ど
保
健
事
業
の
内
容
充

実
に
努
め
ら
れ
た
い
。

2

同
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が

明
え
て
い
る
が
、
国
民
健
康
保
険

は
相
以
扶
助
の
利
伸
に
よ

っ
て
巡

山
門
出
さ
れ
て
い
る
よ
と
に
鑑
み
、
滞

納
め
似
川
、
内
山
什
を
ト
・
分
に
訓
告

し
、
身
部
り
の
な
い
州
弱
な
魚
活

附
窮
折
な
ど
点
の
羽
首
へ
の
付
応

能
を
検
一
川
さ
れ
た
い
ま
た
、
必

質
滞
納
者
を
無
く
す
る
な
ど
徴
収

半
向
上
に
鋭
立
努
力
さ
れ
た
い

3
一
川
病
院
の
粍
営
健
全
化
に
向

け
、
収
作
、
鋭
立
努
力
し
て
お
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も

医
師
の
長
矧
定
着
化
と
診
療
部
門

の
充
実

・
．
払
線
機
践
の
格
備
拡
充

お
よ
び
病
棟
改
装
の
促
進
な
ど
、

地
設
の
は
み
門
を
凶
る
と
と
も
に
効

本
的
な
労
務
川
口
組
体
制
の
雌
ぷ
な

ら
び
に
佳
作
只
節
減
に
よ
り

一
一
明
努

め
、
山
山
州
院
事
業
経
A
H
H

他
全
化
に

向
け
て

mm制
的
に
取
り
組
ま
れ
た

、
。

－hv
 産

業

建

設

委

員

会

付
北
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
以
来
の
と
お
り
認
・
足
、

呼
伏
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
，

な
お
、
品
来
事
伐
の
過
れ
で
次

の
要
望
立
見
が
あ
リ
ま
し
た
ぷ

－

特
産
．上
凶
ハ
イ
ロ

ソ
ト
フ
ァ

ー
ム
有
成
中
業
で
い
陶
似
地
区
に
渋

柿
を
植
え
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

へへへ・～へ..........～へ川町。〈ん・・へ〈・’・－・・........-............. -...........・・へ・・へ・～・.....・・冊、，九九・凡｛〈〈〈〈〈〈

－
議
会
だ
よ

り

＠

議
案
・
陳
情
等

の
採
決
結
果

認
定
さ
れ
た
も
の

昭
和
臼
年
度
決
算

O
朝
日
町
一
般
会
計
成
人
哉
出
決

算
O
朝
日
町
凶
民
健
康
保
険
特
別
会

一
計
歳
入
政
山
決
算

。
朝
日
町
主
人
保
健
医
療
が
苧
業
特

別
会
計
故
人
税
出
決
算

O
制

H
町
川
民
健
康
保
険
診
州
市
地

設
相
附
川
法
療
所
特
別
会
計
必
人

以
出
決
算

O
朝

H
町
国
民
仙
康
保
険
診
探
地

設
ん
川
附
法
山
町
川
特
別
会
計
此
人

北
山
決
俳

O
朝
円
町
同
民
他
胤
保

険
診
療
地

ぷ
地
診
山
町
所
特
別
会
計
成
人
収

出
決
算

。
例
日
阿
国
民
位
以
保
険
診
療
施

設
山
崎
診
療
所
特
別
会
計
議
入

歳
出
決
第

。
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
段

入
歳
出
決
算

。
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等

事
業
特
別
会
計
段
入
歳
出
決
算

O
州
明
日
町
出
川
体
外
“一
地
区
用
水
持

別
会
一
訂
版
人
以
出
決
昨

O
制
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会

総

務

教

育

委

員

会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
か

な
お
、
審
伐
の
過
位
で
次
の
．
嬰

望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

－

小
学
校
の
統
ん
い
問
凶
は
、
収

ト札
、
教
育
委
以
会
で

3
校
奈
の
辿

学
区
域
の
設
定
、
佳
技
場
所
加
す
を

鋭
意
検
川
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

校
舎
の
主
桁
化
な
ら
び
に
児
広
数

の
推
特
等
を
勘
奈
の
？
え
、
日
年

度
中
に
町
長
へ
答
申
・
す
る
よ
う
精

力
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

2

財
団
法
人
「
行
河
豚
美
術
館
」

は
観
光

・
文
化
の
拠
点
と
し
て
、

公
共
機
能
の
充
実
策
を
闘
係
者
と

協
議
さ
れ
た
い
。

3

公
共
事
業
の
発
注
に
あ
た
り
、

不
胞
の
宇
佐
専
が
発
生
し
な
い
よ

う
、
関
係
者
に
周
知
徹
底
を
凶
る

転
作
事
業
に
昧
り
入
れ
る
－

」
と
に

よ
っ
て
村
お

こ
し
が
業
の

↑
郭
を

判
う
こ
と
に
も
な
り
、

前
向
き
に

検
討
さ
れ
た
い
。

2

槻
山
フ
ァ

ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
引

業
は
、
昭
和

ω年
度
を
も

っ
て
山
心

成
し
ま
す
が
、
今
後
の
維
持

・
官

埋
に
つ
い
て
万
全
の
体
制
を
昨
ぃ比

さ
れ
た
い

3

ぃ的．
i
業
泊
性
化
い
や
染
め

．
山

と
し
て
、
泊
代
将
の
ニ

ー
ズ
に
応

え
、
ぃ
ハ
父
辿
の
利
川
民
性
等
を
肋
ー
し

た
小
売
開
の
岡
地
化
い
や
業
な
ど
の

地
取
を
的
向
き
に
険
↓刊
さ
れ
た

い
。

4

過
疎
化
防
止
誌
の
一
山
と
し

て
、
宅
地
造
成
を
最
重
点
課
題
に

取
り
組
ま
れ
た
い

陳
情
の

「
消
十
引
装
置
の
該
部
に

つ
い
て
』
は
、
．胤
立
安
当
と
認
め、

一
抹
択
に
す
べ
き
も
カ
と
決
し
ま
し

た

9
月
議
会
で
は
、

6
人

の
議

員
か
ら
町
政
全
般
に
わ
た
り
幻

件
の
代
表
質
問
・
一
般
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主

な
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

北
陸
自
動
車
道
の

4
車
線
化

＂斤 Zri 

r~~ 

北
険
，
U
動
ト
市
道
は
、

本
年
の
7
月
初

H
に

全
線
開
通
し
ま
し
た
が
、
制

u
－

卜
越
川
が

2
中
総
の
た
め
、

AIM

の
が
の
渋
滞
は
ひ
ど
く
、
出
速
道
路

と
し
て
の
機
能
が
党
州
さ
れ
な
い

ば
か
り
か
、
こ
の
よ
う
な
状
態
が

続
け
ば
北
陪

n動
市
泊
の
利
則
市

州
に
も
山
抑
制
H

を
与
え
る
と
忠
わ
れ

ま
す
－w

ま
た
、
交
通
事
故
の
多
発

J
U
懸
念
さ
れ
ま
す
二

そ
こ
で
‘
町
当
い
切
と
川
町
一
か
辿
叫

な
ど
紋
普
の
努
力
を
さ
れ
た
い
。

4

町
職
員
の
公
務
員
窓
識
の
向

上
を
図
る
見
地
か
ら
、
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
の
着
用
を
推
進
さ
れ
た
い

d

5

町
枕
の
滞
納
忠
則引
の
一
邸
と

し
て
、
広
報
等
に
よ
る
納
税
芯
識

の
古
川
向
策
も
前
向
き
に
検
討
さ
れ

．、

。

寸
ム

av油
断
の
「
ジ
子
ネ

l
ヴ
条
約
山
一

加
議
定
力
の
加
入
に
つ
い
て
」
は
、

願
窓
妥
当
と
認
め
、
採
択
に
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
が
、
同
じ

く
前
願
の

「
い
か
な
る
名
林
、
形

式
を
問
わ
ず
新
大
型
間
接
税
導
入

反
対
に
つ
い
て
」
お
よ
び
陳
情
3

件
「
初
任
者
研
修
制
度
の
導
入
、

三
段
階
教
員
免
許
状
創
設
に
反
対

し
、
教
育
条
件
の
拡
充
に
つ
い
て
」

「
国
家
機
密
法
の
制
定
反
対
に
つ

い
て
」
「
非
核
立
言
に
つ
い
て
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
未

f
に
な
り

ま
し
た
。

し
て
、

4
市
線
化
L
J
P
の
早
期
若

・
し
を
削
係
機
関
へ
強
力
に
働
き
か

け
る
々
え
が
な
い
か
伺
い
ま
す

G

げ
口
’
弁

北
陸
自
動
伝
送
の

朝
日

・
上
越
聞
の

i

r

唱
・
紘
化
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か

ら
山
山
県
と
新
潟
県
の
魚
点
要
明

い
や
項
と
し
て
、
同
に
強
く
働
き
か

け
て
き
た
と
二
ろ
で
す

今
回
の
判
定
2
中
仙
帽
の
開
通
に

よ
り
子
怨
を
L
仁
川
る
利
用
釘
が
あ

り
、
た
び
た
び
交
辿
渋
川
仰
が
生
じ

る
な
ど
、
時
間
一
知
総

・
安
全
愉
辺

の
山
で
大
き
な
郎
山
札
口
と
な
勺
て
い

宇
品
」

q
r

そ
の
た
め
、
上
越
市
を
は
し
め

新
山

・
山
山
の
い
州
出
の

2
ト山

4
町

が
ム
H
Mし
て
隙
約
を
い
打

ゥ
た
と
こ

ろ
で
す

［昌
明
A
A
圃
ゆ
情
的
凸

z
q

草
地
八
ム
同
の
造
成

斤
E

Hド

に
つ
い
て
は

昭
和

同
年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た

寸
制

H

町
新
総
合
川
州
」
の
小
に
明
・
記
さ

れ
て
お
り
、
昭
和
白
年

6
月
議
会

お
よ
び
川
年
の
は

H
A会
で
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
‘
特
定
の
候
袖
地

で

2
0
0区
州
の
基
地
公
凶
造
成

の
た
め
、
関
係
地

K
な
ら
び
に
地

秘
話
と
鋭
窓
協
議
中
一

と
の
答
弁

で
し
た

D

そ
の
後
の
経
緯
を
伺
い

ま
す
。

込
川
町
成
入
歳
出
決
符

。
削
日
阿
保
健
文
化
償
法
全
特
別

会
計
成
人
以
出
決
算

O
朝
日
川
」
げ
一泊
病
院
事
業
け
は
骨
組

告
書

可
決
さ
れ
た
も
の

昭
和
日
年
度
補
正
予
算

O
帆

U
川

一
般
会
川
補
正
，

r昨
｛
抗

7
九
万
）

O
朝
日
町
同
民
健
康
保
険
特
別
会

小
川
補
正
「
弥

（
節

i
U｝

。
倒
日
間
同
氏
他
版
保
険
川
町
時
帰
地

ぷ
糾
一
川
玲
似
州
特
別
会
川川
山間小川
．

f
w叫
｛あ
i
U）

。
制
口
町
凶
民
健
康
保
険
み
保
地

ぷ
（
川
崎
法
改
州
判
別
会
川
補
正

予
拝

｛
第

l
u一7

）

O
朝
刊
町
同
民
健
康
保
険
診
療
地

設
崎
一
必
療
一
晴
判
別
会

A
補
正
予

算

（
第
1
号
）

。
制

H
町
凶
民
地
山
保
険
診
線
地

訟
山
崎
診
掠
一附
特
別
会
計
袖
正

pr昨
（
第

i
U

）

。
制

U
川

h

札
一山
州
院
下
業
ん
以
外
川
凶
川

正
予
弥

（

m
l号
）

そ
の
他

O
M叫
附
弘
水
道
改
良

部
1
．1
．
M
仁

併
的
負
契
約
締
結
に
附
す
る
件

。
出
附
弘
水
辺
改
良
部

2
1
k．し

が
請
負
契
約
締
結
に
関
す
る
件

議
員
提
出
議
案

O
M問
凶
補
助
臼
判
が
め
彼
応
に
関

－
昭
和
白
年
竹
月
号

＠



H

以
地
・八
ム
倒
の
造
成

に
つ
い
て
は
、
住
民

の
要
望
が
強
い
事
業
で
も
あ
り
、

域
作
、
地
情
省
と
の
折
衝
を
進
め

て
い
ま
す
が
、

ト
部
の
地
椛
打
の

即
h

併
が
何
ら
れ
ず
、
今
後
も
即
解

を
得
る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
，

答

弁

地

、~
ICヨ

成

人
U
定
精
化
の

一

時
と
し
て
、
芯
地
造

成
は
最
前
古
…
地
筑
で
あ
り
、
町
は

昨
年
度
か
ら
民
間
の
主
地
造
成
に

対
し
て
補
助
金
制
度
を
設
け
る
主

ど
、
住
宅
地
策
を
制
極
的
に
講
じ

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
求
め
る
＋

h

地

が
な
く
、
ま
た
、
土
地
価
格
が
高

い
た
め
に
他
町
へ
流
出
し
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
安
い
毛
地
を
提

供
す
る
具
体
的
な
施
策
を
講
じ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

弁

宅
地
造
成
を
含
む

住
宅
政
策
は
、
人
口

増
加
対
策
の
一
環
と
し
て
重
要
事

項
で
あ
り
、
町
と
し
て
も
町
営
住

宅
桜
町
団
地
の
建
替
工
事
に
着
手

す
る
と
と
も
に
、
民
間
の
宅
地
開

発
を
促
進
す
る
た
め
他
町
に
先
が

け
て
「
宅
地
開
発
氏
問
活
力
導
入

事
業
補
助
金
交
付
制
度
」
を
実
地

す
る
な
ど
鋭
怠
努
力
し
て
い
ま
す
。

現
人
付
、
山
氏
問
に
よ
る
毛
地
造
成

質

問
議

と
し
て
引

K
向
か
川
市
川
附
さ
れ
て
お

り
、

町
の
毛
地
造
成
は
推
移
を
見

な
が
ら
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
$

米
の
輸
入
自
由
化

全
米
精
米
業
者
協

会
が
、
よ
る

9
月
比

H
に
U
本
の
氷
山
場
開
放
を
求
め

て
、
米
間
通
商
代
表
部
に
再
提
訴

し
た
こ
と
は
、
国
民
の
主
食
で
あ

る
米
の
’
H
出
化
問
題
が
新
た
な
段

附
に
入

っ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

農
業
の
保
護

・
振
興
策
は
そ
の

凶
の
純
一
川
主
催
に
属
す
る
も
の
で

あ
り
、
他
同
か
ら
干
渉
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
は
自
ら
保
護
政
策
を
抹
り
な

が
ら
、
他
国
に
向
由
化
を
迫
る
理

不
以
、
さ
を
改
め
て
指
摘
し
た
い
と

忠
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
と
し
て
も
米
の
向

由
化
問
題
に
対
し
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
米
向
由
化
反
対
の
垂
れ
砕

を
庁
舎
に
掲
げ
る
な
ど
の
具
体
的

な
行
動
を
起
こ
す
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

立
3
4
T

ご
指
摘
め
よ
う
に
、

ιn
dA
E

4

4
ノ

米
財
閥
い
か
日
本
に
付
し

て
米
の
’
闘
由
化
を
要
求
す
る
動
き

が
あ
リ
、
米

・
柿
作
は
凶
此
の
電

卜
〈
関
心
ぃ中げ
で
あ
る
と
し
て
、

9
川

羽
目
め
双
議
院
本
会
議
で

「
米
の

質

問

A F『

A、
~ 

役

員

が

改

選

昭
和
日
年
第

4
回
朝
日
町
議
会

定
例
会
の
最
終

H
て
あ
る
9
月
初

日
に
、
議
長
め
辞
職
願
い
を
議
会

の
議
決
に
よ

っ
て
許
可
し
、
議
長

選
挙
を
執
行
し
た
結
果
、
議
長
に

議

長

篠田哲夫氏
（草野131・61歳）

町
議
中
J

選
4
回、

以
域
以
生
安

H
長

総川・点川禾久けい、

議
長

就

任

日怖
田
哲
夫
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
副
議
長
の
砕
峨
願
い

を
許
可
し
、
副
議
長
選
挙
を
執
行

し
た
結
果
、
副
議
長
に
大
平
士
川
作

氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

副
議
長

大平吉作氏
（策Jll680 ・ 6 1 ~設）

川
誠
当
選

2
州
、
総
務
教
育
副

委
民
民
、
山
崎
瓜
厚
生
別
委
同
長

の
あ

弘、

山
山
化
以
刈
に
附
す
る
決
議
楽
」

が
全
会

一
円
以
で
議
決
さ
れ
、
政
府

に
断
固
た
る
態
度
で
事
態
に
臨
む

よ
う
要
望
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

当
町
と
し
て
も
、
中
本
の
輸
入
什

由
化
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
関

係
団
体
と
接
調
を
合
わ
せ
な
が
ら

自
由
化
山
小川
を
働
き
か
け
て
ま
い

リ
た
い
と
巧
え
て
い
ま
す
。

県
立
少
年
自
然
の
家

間
で
は
、
昭
和
町

年
に
山
間
以
引
と
し
て

県
下
に
類
め
な
い
県
立
少
年
向
然

の
家
の
娃
設
を
山
町
に
消
防
し
、
抹

択
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
実
現
に
向

け
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
起
動
を

展
開
し
て
お
ら
れ
る
の
か
。

答

弁

似
浜
型
少
年
自
然

の
家
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
誘
致
実
現
の
陳
情
を
毎
年

県
当
局
な
ら
び
に
県
議
会
に
行

っ

て
い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、

「
官

崎
・岐
淘
岸

周
辺
整
備
事
業
」
の
な
か
に
本
件

を
位
置
づ
け
、
実
現
の
条
件
整
備

を
図
り
な
が
ら
、
鋭
意
継
続
的
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

，什
司六

日
羽

y主
日

ド

若
年
女
性
の
歯
止
め
策

斤J子
よニt

f Mj 

広
報
あ
さ
ひ
9
月

号
で
町
を
見
直
そ
う

扇谷隆二氏を

永年勤続議員表彰

つ

朝日町議会議長

篠 田 哲夫

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
か
、

解
決
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
諸
問
題
を
考

え
ま
す
と
武
打
の
重
大
さ
を
・怖
感
い
た
し

て
お
り
、

一
身
を
抱
し
て
粉
廿
砕
身
の
努

力
を
い
た
し
、
町
政
発
展
に
寄
与
い
た
す

決
意
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、

昭
和

ω年
第
4
凶
制
日
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
議
員
九
九
似
の
心
出
ま
る
ご
縦

挙
に
よ
り
ま
し
て
、
不
肖
私
が
朝
日
町
議

会
議
長
の
接
戦
を
作
命
す
る
こ
と
に
な
り
、

ま
た
、
議
会
通
営
に
つ
き
ま
し
て
も
不

同
不
党

・
公
正
悦
…

ιの
立
場
を
時
日
し
、

円
滑
な
品
会
川
｝
常
に
努
力
を
制
民
い
た
す

所
存
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
当
町
で
は
、
人
口
定
着
化
対
策

昭和63年第 4回議会（ 9月議会）で

と

い
う
特
集
が
あ
り
、

「
山
山
県

は
…
外
ら
し
ゃ
す
い
県
と
し
て
全

問

1

1

2
位
で
あ
る
と
論
評
さ

れ
て
い
る
の
に、

当
町
て
は
何
位

に
人

ハ
減
少
傾
向
が
続
く
の
か
、

幻
世
紀
に
向
け
た
朝
日
町
を
考
え

直
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
内
容
て

し
た

9

昨
年
は
、

5
6
6
人
も
町

外
へ
転
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

統
計
上
、
若
年
女
性
の
数
い
か
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

引
払
は
、
男
女
数
の
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
て
こ
そ
町
政
発
展
に
つ
な
が

る
と
碓
信
し
て
お
り
、
そ
の
対
応

策
を
ど
の
よ－
つ
に
考
え
て
お
ら
れ

る
の
か
伺
い
た
い
。

立
コ

十

昭
和
町
年
、

ω年

L2
E

，コノ

の
同
勢
調
査
に
よ
り

初
代
の
男
女
数
を
比
較
す
る
と
、

’

女
性
の
減
少
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ

の
原
悶
は
、
主
に
就
職
や
結
婚
の

た
め
に
町
外
へ
転
出
さ
れ
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
当
町
で
は
、
従
米
か
ら

若
者
の
定
住
対
策
を
基
本
命
題
と

し
て
、
就
業
の
増
大
、
快
適
な
居

住
環
境
づ
く
り
な
ど
若
者
の
集
う

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
独
身
女
性
だ
け
の
特
別

な
事
業
は
、
要
望
等
を
お
聞
き
し

な
が
ら
仙
光
し
た
い
と
考
え
て
い

歩
品
、
す
。

戸ち

h
p
一扇
谷
隆
二
氏

、、

昭
和
的
年
第

4
凶
朝
日
町
議
会

定
例
会
開
会
日
の

9
H
m
H
に
、

一一
谷
隆
二
氏
が
、

ω年
の
長
き
に

わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し
て
、
地

方
自
治
の
撮
興
と
町
政
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
朝
日
町

議
会
か
ら
の
・
示
、
え
あ
る
表
彰
を
交

信
さ
れ
ま
し
た
。

と
し
て
の
宅
地
造
成
お
よ
び
道
路
網
の
整
備

拡
充
、
児
童
数
の
推
移
等
を
勘
案
し
た
小

学
校
、
保
育
所
の
統
合
問
題
、
泊
病
院
の

経
営
陛
全
化
、
あ
る
い
は
高
齢
化
社
会
に

即
応
し
た

「
少
き
が
い
施
策
」
の
充
実
な

ど
の
問
題
が
山
和
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

雑
問
解
決
に
向
け
、
精
力
的
に
取
り
組
み

ま
す
が
、
町
民
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
心

温
ま
る
ご
立
援
を
得
て
こ
そ
解
決
で
き
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
紙
上
を
お
借
り

い
た

し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
町
以
外
位
の
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

あ
い
、
・叫

任
の
ご
技
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
就

。。
のジ議米す
))fl ユ 111る
人ネ 場 安
促｜ 聞 きtr• 
進ヴ 肱決 議
ニ 条 時15義 企
｜均約 J卜 ~ 
す j阜に と
る ）J[I 間 小
.0＇： 議 す：： り
凡 なじ る A 
持 t1l：決 、，

同品 同
2町意

~i さ
るを 1"L
{ii二足 た

Zも
去の

承
認
さ
れ
た
も
の

O
昭
和
日
年
度
制

U
町
主
人
保
健

医
療
事
業
特
別
会
汁
補
王
子
お

（第

1
号
）

0 0 己己

判例 1き
Cl l:I 支長
町田j 寸 ー

警受 さ

議~ ~
長選 1：こ
事ま も
~ ｛＇！＂－ の

． 
陳
情

請
願

採
択
に
な
っ
た
も
の

O
ジ
ュ
ネ

l
ヴ
条
約
追
加
議
定
書

の
加
入
に
つ
い
て

O
消
雪
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

0 率I港

択消 ＇.；，~
に費 ~
つ税 事~

て長 害
対 主？
す 仏J

るーコ
：誉f二
iも
採 <7)

審
議
未
了
に
な
っ
た
も
の

O
い
か
な
る
名
称
、
形
式
を
間
わ

ず
新
大
型
間
接
続
導
入
反
対
に

醐

つ
い
て

4

0
初
任
者
研
修
制
度
の
導
入、

三

段
階
教
員
免
許
状
創
設
に
反
対

し
、
教
育
条
件
の
拡
充
に
つ
い

て
O
国
家
機
治
法
の
制
定
反
対
に
つ

い
て

O
非
核
宣
言
に
つ
い
て

昭
和

ω年
5
回

朝
日
町
議
会
臨
時
会

教
育
委
員
に
岩
井
氏

昭
和

ω年
第

5
回
初
日
町
議
会

臨
時
会
は
、
叩
月
幻
自
に
開
会
し
、

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
、

朝
日
町
教
育
委
員
会
の
委
員
を
任

命
す
る
た
め
刷
ぷ
を
求
め
る
件
か

上
位
さ
れ
、
新
た
な
教
育
委

H
と

し
て
山
石
井
博
氏
が
同
立
さ
れ
ま
し

た
。

－
昭
和
閃
年
竹
月
号

＠



朝
日
町
社
会
福
祉

大
会
を
開
催

同
月
5
日
、
朝
日
間
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
関
係
省
約
二

O
O人
の

参
加
を
得
て
、
第
初
回
朝
日
町
社

会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
長
年
に
わ
た
リ
活

動
し
て
、
ア
』リ
れ
た
悩
祉
功
労
者
日

人
の
表
彰
と
、
中
将
立
銀
行
へ
多
額

の
寄
附
を
さ
れ
た
げ
人
の
い
々
々
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
会
立
言
お
よ
び
大

会
決
議
が
満
場
の
拍
手
で
採
択
さ

れ
た
あ
と
、
県
民
生
涯
学
習
カ
レ

ッ
ジ
学
長
の
吉
崎
四
郎
さ
ん
か
ら
、

「慌
し
け
な
時
代
を
迎
え
て
」
と

題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
＠

~.t-'1. みんなのベーシi !t~弘~1.~1.-'1.~t鼻先~1.~1.$.t！誌-'1.~1.~1.鼻先免昆$1.$1.$.!.$1• .;1. $1.$1. $1.免免$1$.t$1$1.!t免~!t!t！単免金

} 

，（ 

ー、

大
会
決
議
要
旨

V
地
域
福
祉
の
発
展
を
図
る
た
め
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
基
盤
の

充
実
強
化
、

v
l住
宅
福
祉
の
撤
退

に
不
可
欠
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

出
動
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
の
充

実
強
化
、
V
附
山
小
口
朽
の
社
会
参
加

を
促
進
す
る
た
め
の
山
山
の
根
仙

と
地
誌
の
充
実
強
化
、
V
児
輩
の

健
全
宵
成
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、

児
童
ク
ラ
ブ
等
の
活
動
強
化
、
V

Z
人
の
生
き
が
い
を
高
め
る
と
と

も
に
、
痴
呆
性
老
人
、
ね
た
き
リ

主
人
等
の
要
伝
説
主
人
の
悩
祉
施

策
の
充
実
強
化

福
祉
功
労
者

（敬
称
略
）

－v町
社
会
悩
祉
協
議
会
長
表
彰

ま
ん
さ
く
グ
ル
ー
プ
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
吊
動
）、加
泌
善
治

（在
人

ク
ラ
ブ
活
動
）、寺
田
降
（
身
体
障

害
者
協
会
活
動
）
、
野
口
ヨ
シ
イ

（料
神
川
柳
弱
者
育
成
会
活
動
）
、
古

聞
や
す
チ

（
U
f．
悩
社
会
活
動
）

道
問
ふ
じ
（
戦
没
者
遺
朕
会
出
動
）、

水
尚
二
三
子
（
民
生
一児
童
委
員
活

動
）

V
郡
社
会
福
祉
連
絡
協
議
会
長
表

彰
長
谷
川
年
男
、
（
民
生
児
童
委
員

活
動
）
、
河
村
誠

一

（

H

）、

青
島
利
之

（

）

、
土
師
清
次

（

）

 
II 

。
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
サ
ン
ポ
ち
ゃ
ん
」
巧
歳

広報 クイズ⑬

〔問題〕

① 9月議会に提案された議案は？

③20議案⑮27議案。30議案

②代表 ・一般質問で何件の質問が

あったか？

③27件⑮35件。40件

③昨年 1年間に，朝日町から転出

した人数は？

@ 5 6 6人⑮58 6人。59 6人

( 2 p～ 4 pの議会だよりを参照

してください。）

II 

町
善
意
銀
行
名
誉
一
理
事
長
感
謝
状

V
善
意
銀
行
賛
助

（多
組

一
般
預

託
）
者

ギ
坂
義
一

、
清
水
態
弘
、
赤
川

軍
次
、
松
下
茂
、
小
川
越
設
工
業

株
式
会
社
代
表
取
締
役
岡
田
三
郎、

制

H
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
稲
村

川

f
、
長
谷
栄
「
、
野
川
様
、
抑

湾
与

一
、
大
久
保
不
史
、
山
円
平

一川
、
高
山
中
λ
，十
、
九
附
き
よ
、
水

島
能
…
次
郎
、
川
勝
田
古
弘
、
佐
野
川

海
俊富

山
県
社
会
福
祉

大
会
表
彰
者

9
月
訪
日
県
民
会
館
で
、
第竹山

回
富
山
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
併

さ
れ
、
朝
日
町
関
係
者
で
は
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
県
共
同
募
金
会
長
表
彰

氏
町
民

μ
’H
P
η
 

大、功
h
一
仕

烏
得

企水

富
山
県
知
事
表
彰

林 が に 意怠
正 藤 あ 次 63 竺・
維 +Iニ』）の年 H刀
、時 ま ｝j 度 子三

小雄し々の 五
林、たか町 昌 リ d

凶 粉 。 ら社 ~ .. ・・Aiit>-
雄究 ，.－..)J日協 nu－一一’ー
間；窓会2入金崎寅氏
!:! r：略し肋 j-JC （自立更生者）
以 、） ；入令 ；－，.＿：

ーてノト 五員 ｛冗

－
ふ
く
し
の
窓

＠

水
井
由
相
、
池
出
儀
作
、
佐
々
木

一
雄
、
阿
部
ゆ
き
、
大
村
利
男
、

島
田
秀
子
、
長
井
利
義
、
松
下
忠

七
、
必
候
義
附
、
必
保
清
、
柴
凶

き
た
部
、
川
ヴ
叶
問
、
対
九
慢
ム
刊
、

一

J
7
t

i
l－

r

1

1
｛
i

凶
中
二
士
夫
、
稲
村
ふ
さ
、

ム一間松

俊
夫
、
以
上
小
三
郎
、長
芥
く
に

f

－
仏
川
敏
男
、
持
山
制
義
、
竹
内
政

縦
、
長
崎
助
治
、
鍋
小
八
川
町
・

一、
必

削
紘
一
、
山
的
正
出
、
山
井
芳
一一
、

鍋
谷
義
姉
、
桜
井
武
、
山
崎
久
夫
、

藤
間
利
雄
、
沢
凶
行

一
、
必
凹
小

右
エ
門
、
政
回
儀
ぃ
仏
、
白
井
内
、

谷
口
忠
勝
、

川八
u
u和
子
、

臼・
本
長

一
、
引
本
部
、
柚
ト
小
愛
了
、
柚
木・

律
子
、
水
島
洋
ノ寸
、
以
上
“
名

旧
日

（
ω月
日
日
現
在）

V
申
し
込
み
は
、
町
内
山
当
民
生

委
円
以
ま
た
は
向
社
会
福
祉
協
議
会

’

（
宮
部
I
0
5
7
6
）
へ
。

iおりがとうおたたかい窓！

！ ＠ 朝一銀行 ； 
9月11日ー10月10日 ~ 

iりとく名さんから 2,:160円 i
iO三枚備の総H店 4よさんから亡父 i
! 降川んの供養として I 

100 パ）（）（） ~lj i 

り小川建設工業（株）さんから，－1;

i 中新川地区危険物安全協会のげ＇ii 
i 火競技大会入賞の面IJ賞金 i 

2,000円

~ Oi自の佐野川峨さんから。妙輪 j
I 寺先代坊守故中野ヤスさんのf:ttI 
i 養として ioo. ooorrJ ~ 

。東草野の鷲明宏さんから，亡父

力松さんの供養として ； 
100,0州 i

lo朝日町芸林会さんから， 日ころ ；

I 元気で諮曲を楽しませていただ i
~ いていることへの酬として ~ 
i 30,000円 i
io東草野の寺田政ーさんから，亡

I 義母ちよさんの供養として ； 
i 50,000円 i

~o とく名さんから 3.000円 i

iりとく名さんから 3州 LJJ

』司
自
町
田
幸
子
さ
ん
引
歳

tκ 
j t ¥:1 

レJ

~If. 

｜云孟品ゐご相談，！相談センターヘ（無料）
年門の相談員が続身になって ご相談に Li:.~、 じます。

－平日 午前9時30分～午後4時40分

・土曜 午前9時ao分～正午 （?l-1 2・3十叫 Hは休みます）

・弁護士相談日 毎月第 2・4木即日午後 l時～ 4時

ヰ土包法人 日本績害保険協会

富山県自動車保険請求相談センター
市山市t日号il!ilI品i主ふ；’セ（，iJ’t・1111ビル7l;}y~（（）764 ) :.l;!-2294 

＊はがきに答えの記号（例①一③．

②一⑮，③－c），住所，氏名，年

齢を記入して送ってください。

全間正解の人の中から抽選で3人

にテレホンカードをプレセeントし

ます。また，答えのほか，ご窓、見

や要望，広報係への情報．イラス

ト， 漫画などを書き添えていただ

けたら幸いです。

＊あて先 干939-07 朝日町道下

1134番地朝日町役場内秘書広

報係あて ＊締め切り11月15日（当

日の消印は有効とします）

食前固め正解は，①－c.②一⑮，

③ー③でした。 抽選の結果，浜川

洋平ーさん（ 8歳），大政宏子さん

(15歳），島田幸チさん（41歳）

の3人の方に決まりました。

〔応募方法〕

境
関
所
②

境
関
所
は
、
2

世
紀
半
を
超
え
る

歴
史
を
有
し
て
い

る
が
、
奉
行
を
迎

え
る
こ
と
位
代
、

足
跡
を
践
し
た
武

家
の
代
表
と
し
て

先
ず
指
を
凶
す
べ

き
は
（
長
谷
川
宗

一

兵
衛
を
除
し
）

3

一

人
も
＃
行
を
出
し
て
い
る
茨
木
家

一

で
あ
ろ
う
。
茨
木
家
の
近
祖
は
助

一

七
衛
門
と
称
し
、
慶
長
4
年

（
五

一

九九
）に
前
回
利
家
か
ら
2
0
0
俵
、

一

同
9
年
利
長
か
ら
2
0
0
石
を
頂

一

い
て
応
和
3
年
に
没
し
、
2
代
五

一

克
衛
門
長
好
は
究
永

5
年
（
一六
三
八）

一

に
2
、
5
5
0
一七
を
給
さ
れ
て
い
る
。

朝日町を見直す一一一＠

l望者＼
町
政
施
行
犯
周
年
を
記
念
し
て
発

行
し
た
「
朝
日
町
誌
」
も
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
朝
日
町
を
見
直

す
手
だ
て
と
し
て
、

町
誌
を
読
み
ま
せ
ん

か
。
町
誌
を
購
入
し

た
い
人
は
、
役
場
総
務

諜
秘
書
広
報
係
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（宮
m
u
l
l
o
o

内
線

2
0
4
番）

組
凋

g
町
会

－
昭
和
日
年
竹
月
号
＠



問
削
M
阿
阿
凶
凶
岡
山

田
司

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

期
間日

月

7
H

（
初
級
）

（
月
）

1
日
日
（金）

B
コ
l
ス

（
中
級
）

日
月

M
日
（
月
）

i
m
日
（金
）

A
－
B
と
も
午
後

7
時

1
9時

場
所

朝
日
町
教
育
文
化
会
館

（
肘
泊
中
学
校
）

講
師

魚
津
工
業
高
校

長

谷

川

進

先

生

持
品
．
比
較
先
生

林

忠

彰
先
生

内
容

ワ
ー
ド
フ
ロ
セ

ッ
サ
、
凶

形
プ
ロ
セ

ッ
サ
、
統
九
日
引

い
衣
計
算
ソ
フ
ト
入
門

申
し
込
み

H
H

4
日
ま
で
教
育

釆
一
吉
円
門
会
へ
。

A

コ
l
ス

青
年
海
外
協
力
隊
員

国
際
協
力
事
業
団
で
は
、
開
発

途
上
回
の
新
し
い
国
づ
く
り
に
参

加
す
る
青
年
海
外
協
力
隊
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

応
川
俗
資
栴
は
、
初
段
か
ら
祁
必

ま
で
の
白
川
年
明
化
で
小
脳
は
附
い

安

ωし
て

農
地
の
貸
し
借
り
を

約
束
の
期
限
が
く
る
と
離
作
料

も
な
し
で
必
ず
農
地
が
返
っ
て
く

る
口
し
的
リ
の
シ
ス
テ
ム

『
良
川

地
利
用
M
引
退
必
業
』
を
ご
存
知
で

す
か
。
従
来
、
農
地
は
い

っ
た
ん

貸
す
と
地
主
に
な
か
な
か
返
っ
て

こ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
山
事
業
は
、
貸
し
た
農
地
が
必
ず

円
以
し
手
に
返
っ
て
く
る
と
い
う
保

ホット求人情報

室一~亙立金情

ま
せ
ん
。
派
巡
期
間
は
2
年
間
、

派
泣
同
は
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、

中
近
束
、
・
中
南
米
、
南
太
平
洋
の

問
先
進
上
に
あ
る
悶
々
で
す
。

派
遣
職
制
は
政
林
水
産
、

土
木

挫
築
、
保
健
衛
生
、
教
育
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
約

1
5
0
日間
あ
り

海
技
免
状
更
新
講
習

l
級

i
4
級
の
出
技
免
状
所
有

者
で
、
宥
効
期
間
起
算
日
か
ら
満

4
年
（

3
年
9
か
月
可
）
を
経
過

し
て
、
満

5
年
以
下
の
人
は
、
更

新
講
沼
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
小
引
船
舶
朝
日

文
部
て
は
、
新
会

μ
の
い
刀
の
交
付

を
川
円

6
U
（
H
）
i
H
H
m
u

・証
を
与
え
、
J
一
女
心
し
て
農
地
の
貸

し
掛
川
り
が
で
き
る
々
制
度
と
し
て

仕
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
貸
し
た
良
地
が
必
ず
返

っ
て
く
る
と
い
う
保
証
を
裏
付
け

に
し
て
、
貸
し
借
り
を
繰
り
返
す

こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
に
借
り
手

に
安
定
し
た
耕
作
権
も
保
－
祉
し
、

胤
脱
拡
大
を
進
め
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、

ηし
手
段
家
に
は、

一
定
の
要
件
を
尚
た
せ
ば
民
地
流

動
化
助
成
金
も
交
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
現
在
こ
の
平
業
に
よ
り

利
川
植
を
設
定
し
て
お
ら
れ
る
万

で
、
契
約
期
間
が
終

f
し
て
再
投

官 10月1日よリ朝日町役場商工観光飢カウ ンターに輔自．入善治区事察車両の 『求人情緩ー

覧表J を展示しましたのでよ利朗下εぃ．
合〈 わしいことは．魚海公共蹟震安定所伺日分'i:ttSZ-0198へ釘問い合わせ<tごeぃ．

（本
）
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

－
H
町’
h
住
勤
労
よ
け
年
と
地
域
作
民

講

習

日

日

月
初
日

（

土

）

が

相
い
良
い
、
人
々
と
の
ふ
れ
あ

午
後
6
時

1
9
時

い

の

場

を

持

ち

、

相

互
の
親
睦
を

会

場

朝
日
町
一
栴
祉
セ
ン
タ
ー

一
様
め
る
と
と
も
に
薄
れ
て
い
る
背

更
新
手
数
料

一
年
の
郷
土
愛
を
呼
び
戻
す
こ
と
を

－
過
に
つ
き

8
、
0
0
0
同

一
回
的
に
、

「
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ス
テ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
小
山
技
免
状

”
ィ
パ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

を
持
っ
て
、
小
引
船
舶
刺
日
支
部

一

背
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

い
事
務
局
（
佐
渡
モ
ー
タ
ー
ス
、
合

一
て
い
ま
す
。

位

1
0
2
9
1
）
へ
。

日
時

日
月
刊
日
（
士
）

午
後

6
時

1
9時

日
月
初
日
（

H
）

午
u
削

9
時

i
午
後

3
時

泊
小
学
校
議
立

仮
装
大
会
、
郷
上
ぷ
能
、

純
踊
、
の
ど
自
慢
、
バ
ザ

ー
脱
出
悦
店
、
ク
イ
ズ
な
ど

役
場
（
代
表
）

教
育
委
員
会

家
庭
婦
人
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

日
月
比

H

（凡
）
か
ら
は
月
山

日
（
川
）
ま
で
、
ト
川
迎

・
水
川
日

（午
後
7
時
初
分
i
9時
）
に
町

民
総
合
体
育
館
で
、
家
庭
婦
人
バ

ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
お
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
、

日
月
ロ
白
（
土
）

ま
で
に
町
教
育
委
員
会
へ
。

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ます。

い山中主川では、非民説明会を

川HUH（木）にしい州同文化ホ

ール部4会議主で、日月時円

園（金）に白山県民会館704

号室で、日凡打H（木）に川京

都市立中央公民館で、それぞ

れ午後6時から行いますく

わしいことについては山山

県総傍部学術川際分市「穴山山

山旅与センター」80764“
MWU4581へ。

聖書理
求人破樋 王手鈴 ~Ji~ト｝附lj ~t!場所 採用 資免総許u験等f番号 人数

大守！運転手
20歳～ 15.0～＇ !/} 釧 Barm山 2 大烈以免J干
45綾 20.0 l年 上鉾験

2 カ－"Ki査 20黛～ 13.0～ 
自号 4月日町月山 2 I 1f.以 I：経験被備上 30歳 20.0 

3 色L 送 .H 20歳ー 15.0- l}J 朝日町宮崎 2 普潟4通•：免t；干
50*1. 20.0 以上

4 コ '/ 
タ 50ぬ 20.0～ l}J 朝日町横尾 不nu

以ド

5 紡 級 ヱ50kli. 14.7～ 
5月 例日出I平柳 2 ィ、fir!

以ド l4. 7 

6 版 Ff;し~ 民 20ぷー 9.8～ 
女 事月 日町i~I 不問38欣 11.0 

7 縫製」こ及び 18民主～ 10.3-
女 制！日町三fZ~P 3 不l百i救断 1.: 45減 10.5 

8 
アルミ 30議ー 11.0～ 

女 初日町山由t.f 2 不llJJサッシて 50i'.r)( 11.0 

9 す寝袋検命iて 301幾～ 8.7～ 
女 制日目I三枚綴 2 不問55泳 10.0 

10 紡 4爽 工 48~量 9.1～ 
女 朝日err平仰 3 'fl日］以下 9.1 

制

U
町
述
A
H
M
川
年
凶
で
は
、
例

定
を
さ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に
史

新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

役
場
農
林
水
産
課
農
業
水
産
係

（内

線
2
1

4
ま
た
は

2
3
0
番
）
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

こ
ん
な
と
き
は
同
日
以
内
に

必
ず
届
け
出
を

V
戦
場
の
健
康
保
険
を
や
め
て
凶

民
健
康
保
険
（
同
保
）
に
入
る
と

ゑ』
〔手
続
き
に
必
要
な
も
の
〕

印
か
ん

・
職
場
の
他
康
似
険
品

（
「
屯
し
た
と
き
は
説
明
世
〉
、
被
山

お
年
令
交
給
お
は
年
全
以
前
回
、

同

保
加
入
者
が
い
る
場
介
は
阿
保
保

険
証

V
国
保
を
や
め
て
職
場
の
健
康
保

険
に
入

っ
た
と
き

〔
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〕

印
か
ん

・
凶
保
と
職
場
の
保
険

証
（
扶
益
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
認
定
年
片
日
が
必
要
）

V
手
続
き
は
、
必
安
な
掛
制
等
を

持
参
し
て
、
役
場
陀
U
K
掠
窓
円
で

行
っ
て
く
だ
さ

い
。

医
療
費
が
高
額
の
と
き
、
高
額
療

養
費
の
支
給
や
貸
付
け
を
行
い
ま

す
。医

療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療
費

め
自
己
負
傾
額
が
次
め
よ
う
な
と 公

的
W
H
1
1
0
0

8
M
U
H－
－

0
4
 

内場
容所長講

演

AQE 

H
H
5
日
（

l
．）

午
後
1
時

i
3時

宇
奈
月
町
中
央
公
民
館

メ
キ
シ
コ
五
輪
銀
メ
ダ
リ

ス

ト

君

原
健
二
氏

「
私
の
マ
ラ
ソ

ン
人
生
と

宇
ん
だ
こ
と
」

※
そ
の
他
映
画
（
黒
部
の
太
陽
）

や
パ
ネ
ル
展
も
あ
り
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
す
。

講場
師所

J寅
題

き
、
中
前
に
よ
っ
て
そ
の
魁
え
た

制
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
）
は
位

民
税
非
課
税
世
帯
。

①
同
じ
人
で
同
じ
月
内
に
支
払
い

が
5
万
4
千
円

（
3
万
円
）
を
超

え
た
と
き

②
同
じ
世
帯
で
同
じ
月
内
に

3
万

円

（
2
万
1
千
円
）
を
起
え
る
支

払
い
が
凶
保
で

2
人
以
上
あ
り
、

そ
の
介
計
制
が
①
の
舶
を
起
え
た

レ
r

－
L

おど

③
同
じ
世
情
で
過

L
は
か
円
以
内

に
4
同
以
上
高
額
療
養
貨
を
玄
給

さ
れ
る
場
合
は
、

4
凶

H
以
降
か

ら
3
万
円

（
2
万

I
T円
）
を
起

、ぇヲ〈
V

》
』
託
、

こ
の
い
ず
れ
か
に
ぷ
当
す
る
と

き
は
、
似
療
機
関
に
支
払
っ
た
領

収
書
と
印
か
ん
（
払
い
も
ど
し
の

振
込
先
と
口
座
番
号
）
を
持

っ
て

住
民
諜
保
険
係
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
高
額
療
養
費
の
支
払
い

に
支
障
の
あ
る
世
情
に
対
し
、
同

保
以
外
の
保
険
加
入
者
も
含
め

1

件
印
万
円
を
限
度
に
、
立
払
い
に

当
て
る
た
め
の
貸
し
付
け
を
行

っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
世
情
以
の

町
県
民
税
額
が
叩
万
円
を
超
え
る

世
情
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
は
、
医
療
機
関
の
請

ボ
容
と
保
険
証
、
印
か
ん
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

－
く
ら
し
の
情
報
室

。

ん」司」nν ん
」

押
さ
ん
は
、
他
以

ひ

に
討
を
配

っ
て
お
ら

の

れ
ま
す
か
。
他
山
な

長

一
こ
と
は
、
自
分
自
身

町
叫

一
だ
け
で
な
く
、
家
庭

や
そ
の
家
の
運
命
に
も
闘
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
町
に
と

っ
て
は
、

皆
さ
ん
の
位
脱
が
町
の

h
く
末
に

も
関
わ

っ
て
く
る
の
で
す
。
皆
さ

ん
J
U
’H
分
の
腿
版
を
似
つ
た
め
の

似
H
h
M
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
病
気
へ
の
対
応
と
し
て
一

盛
大
切
な
の
は
、
早
期
発
ハ
ル

・
早

期
治
療
で
す
。
町
で
は
、
皆
さ
ん

の
健
康
を
守
る
た
め
、
他
胤
珍
断

め
受
払
停
車
の
向
上
に
努
め
て

い
る

と
こ
ろ
で
す
c

と
こ
ろ
で
近
ご
ろ
、
一
肌
の
捕
む

ニ
と
が
あ
り
ま
す
。
川
民
地
胤
保

険
悦
の
滞
納
行
が

mえ
て
い
る
の

で
す
。
健
康
保
険
は
州
冗
扶
助
の

柏
神
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
滞
納
者
が
同
叶
え
る
と
連
常

が
困
難
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国

保
の
ほ
か
に
も
い
ろ
ん
な
税
の
滞

納
が
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
悪
質

だ
な
あ
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
公
平
と
い
う
こ
と
か
’
り
し

て
、
い
ろ
ん
な
ト刀
法
を
与
え
ざ
る

を
え
な
い
状
況
で
す
。．
川
M
A
b
什
位

健
康
に

気
を
つ
け
て

の
ご
埋
鮮
と
義
務
進
行
で

H

住
み

よ
い
町
づ
く
り
を
々
と
考
え
て
い

ま
す
。

な
お
、
私
に
ご
意
見
や
注
意
を

い
た
だ
き
～
忌
ん
で
い
ま
す
が
、
匿

容
で
寄
せ
て
、
「
広
報
あ
さ
ひ
」
で

返
事
を
く
だ
さ
い
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
述
肱
く

だ
さ

い
。
氏
名
を
明
記
し
た
う
え

で
、
伊
紙
上
附
一
名
で
H

と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
返
引
を
し
ま
す
。

ご

f

解
を
お
願
い
し
正
す
。

日
月
8
日
に
街
頭
献
血
車

豊
か
な
心
で
献
血
を

血
液
の
布
一
安
は
年
々
附
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
愉
胤
用
血

液
は
、
現
代
日
刊
午
を
も
っ
て
し
て

も
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
て
き
ず
、

す
べ
て
健
康
な
人
か
ら
の
献
胤
に

頼
る
ほ
か
に
手
立
て
が
あ
り
ま
せ

ん
。
献
血
は
、
血
液
を
必
要
と
す

る
人
に
と

っ
て
ぷ
叩
の
贈
り
物
H

な
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
必
卜
千
胤
液
セ

ン

タ
ー
か
ら
朝
日
町
へ
献
胤
引
が
来

て、

次
の
と
お
り
街
政
献
血
が
行

わ
れ
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
の
皆

さ
ん
が
献
血
に
ご
協
力
く
ど
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

日

月
8
日

（
火
）

午
前
同
時

1
午
後
3
時
半

場
所

川
明
日
町
商
工
会
館
u
削

－
昭
和
白
年
刊
月
号
。



ドヲヲ四畳a・．
く
ら
し
の
情
報

泊病院 室

桜井新制先生 ⑪

農

林

公

庫

「
山
林
を
取
得
し
て
、
森
林
続

営
を
始
め
た
い
」
、
「
い
よ
持
ゥ
て

い
る
山
林
を
さ
ら
に
大
き
く
し
た

い
」
と
与
え
て
お
ら
れ
る
万
、

「
林

地
取
得
資
金
」
が
あ
り
ま
す
ザ

こ
の
資
金
は
、
同
年
生
（
特
認

初
年
生
）
以
下
の
幼
齢
の
人
工
林
、

造
林
の
た
め
の
上
地
を
取
得
す
る

際
に
利
用
で
き
ま
す
a

利
率

年

3
・5
0
1
4
・0
5
%

限
度
額

6
0
0
万
円

（特
認

i
、
8
0
0
．
ん
円
）

返
済
期
限

お
年
以
内

ご
削
減
は
、
お
泣
く
の
保
休
制

？
ま
、
7
Z
I
H
qて
血
・
本

E
ド
5ι
川

＼

／

1
4
d

，J
t
’H
’μ
h

，Jh
何・3
4
・
4
4
f
ハ

最
低
賃
金
の
改
正

県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る
寸
富
山
県
段
低
託

金
」
が
、
同
月
1
日
か
ら
次
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
e

日

額

3
、
6
8
1
円

時
間
額

4
6
1
円

こ
の
最
低
賃
金
は
、
常
用
、

｜
ト
、
臨
時
な
ど
、

一
雇
用
形
態
を

問
わ
ず
適
用
さ
れ
、
使
用
者
は
、

こ
の
舷
低
賃
金
よ
り
低
い
賃
金
で

労
働
者
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

漁
業
セ
ン
サ
ス
巴
協
力
を

日
月

1
H
に
沿
い
来
阪
興
を
図
る

た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る

「
第

8

次
漁
業
セ
ン
サ
ス
」
が
全
同

一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
日
以
が
何
い

ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

の
と
お
り
行
い
、
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
し
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
追
え

な
い
で
く
だ
さ
い
。

期
日

日
月

6
日
（
日
）

時
間

午
前

7
時
（
演
習
招
集
信

号
）
、
午
前
8
時

1
午
前
日

時
却
分
（
消
防
市
が
サ
イ

レ
ン
吹
鳴
）

努の
Z献

震

血

ょ
せ
ん
。

な
お
、
賄
業
別
枇
低
賃
金
は
、

収
紅
改
正
審
議
小
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
山
労
働
必
準
局

託
金
川
訓
告

0
7
6
4
I
n
H
2
7

2
7
、
魚
津
労
働
法
地
下
院
ね
n
蒋
合

n
l
0
5
7
9
へ
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
間

U
H
1
日
i
m
H
は
、

ハ
l
ト

タ
イ
ム
労
働
旬
間
で
す
の
こ
れ
は
、

ハ

l
ト
タ
イ
ム
労
働
お
の
労
働
条

件
の
改
持
、
．
服
用
の
安
定
等
を
凶

る
日
的
で
災
地
さ
れ
る
も
の
で
す
温

佐
川
者
の
ん
は
、
労
働
条
件
の

川
雌
化
以
び
出
川
官
町
専
の
点
検
、

改
持
を
行
う
と
と
も
に
、
労
働
払
引

の
万
も
職
業
に
従
が
す
る
者
と
し

て
の
白
党
を
持
ち
、
山
己
啓
発
に

似
苛
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す

ω

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
に
関
す
る

ご
相
談
は
、
お
気
軽
に
富
山
婦
人

少
年
室
宮
0
7
6
4
1
n
l
2
7

4
0
、
魚
津
労
働
基
準
監
督
署
E

n
l
0
5
7
9
へ
。

全
国
火
災
予
防
運
動

日
月
初
日
か
ら
ロ
月

2
固
ま
で

秋
め
全
国
火
災
予
防
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

火
災
を
起
こ
さ
な
い

境政辺れや久、水山花州、水

山正代、宮崎岩崎奈美、金

f忠、水市尚美、水鳥義則、

太子千保美、水山山伝、笹川

竹内康問、折谷光ギ、泊悔

津佐代、品端明、大村和幸、

卜似かよ，l、れ川誠、ド山知川

正、米丘弘下、恨往伸一、平

坂拓也、亀谷和代、木島千鶴、

也部弘．、．K川山見f、住地
利樹、川市以一れ門郎、谷口必，、

」い川山川見、化，M出来枝、．十凶将
L宏、い’市ザ引ジ｛、k、千一行次、前1ιJ14’’4E，‘Islt 

m朱夫、大半文代、陀波英治、
総件秀史、松本博「、野沢紫

－ル、小以雄二、松本堤「、化

一一一仁志、松山正美、尾山一二八

一子、長井秀一、根建俊勝、野

一口泰辛、肝U用恵，十、近江徳

·J~ r. Iι 内I 完F 成主il ~ ~ ~ Ii・ tu 吋~

道路傍月I;{!;：新大政J・改良4’1金~~ 
f・l'I 1J、川卜法十止政よ集

間fjrf 山5 ~till I.・ド 刈 Ill 9 付 1.000 式会H:
.ijl，没諜

~ 一県ljl.-u也改良終i州1l~:R Jli 可’’ ド 11 H :3, 720 附 '1i: 車且 ~林illド地Iメ．かんがい FJl<..1ソド 水1!M深
一

おもかげゾーン利l肱HhH1i比例」・・1・; ~Jim 困f I 1 月 3.580 ノ・K1：.＼電機rfij会 他殺深

i>Jj火貯水f~l.l\tii'1'. I ~ ・I• ・:;・; ib'i 64年3JJ 8.200 イHN会社 1d inf 11サ t iJ!ilりj料
- 一
m.単休illt.Hi-2I）・線IJIJ.i止lンj¥ 直長 谷 12 n 3,740 姉：谷4株主式i設会｜ー；議ー社ー」ーー終水・1>1i：十諜本

I 

境地民il~ ~Ji ？.~－Rl!l<.ilr~島_1 : ·1~ I免 II 月 2・800t1阪紅会＋＋型ょ消llJj~

農村地域＊fl:f足jjf,1｛・:(; ＇］＼.~ i砂浜公凶 i(J i II 月 株式会社 線休
施設tH劇薬さ＜ 1 ·,1£~＼ i-. ・F 12.550 道府工3住所水戸ltJ¥

’ 農水 林農施村地域定・I•住i促主i成!t.tH政・f¥.:tii毎浜公同 ifi 設Z括協 Z L・fl 12 月 IR.300I勾本総 ！￥涼

』克1111易水ill改良第inιi：・l主 t免 体i式蓮月会1~~所..! ~~宝探

境簡易木道改良第2('(i<. r. .,, j~ 隊式会tl
12 月 50.500, 水見 l：業1碕！也芯点

<9月1日～9月30日〉

を
置
か
な
い
。

V
ふ
ろ
の
空
だ
き

を
し
な
い
。

V
ス
ト
ー
ブ
に
は
、

燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

な
お
、
期
間
中
は
午
前

7
時
と

午
後
9
時
の

2
凶
、
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
し
ま
す
。

消
防
団
秋
季
演
習

朝
日
町
消
防
問
秋
季
演
科
を
次

保勝間＃正、小林小川化、史

削宏樹、清水真人、松下志恵

子、小林誠、坂蝶彩子、ハ合旧

刊行、山崎長浄作川美、小山

美奈子、蓬沢理恵チ、江端昭

時、七沢聡志、中島裕f、道

山たけf、ぬn久美f、愛場
商一美、名越澄，十、牧野仁志、

山田一人、水野甚之輔、道島

問、大家庄坂け博美、広間

一川H伴、小勝井市吾、佐藤蹄彦、

一古田朗、松田一成、中仏友弘、

坂本山来、山作中久、水野村

一説、問旧出合埋、．h焔均、山

一水由倒、点昨縄、前川相也、守

一肝敏f、広出似「、総川敬，l、

一山崎俗美、井口附f、長原こず
一え、山崎洋子（140名）

一協力ありがとうごMぜいました。

生活必需品価格
10月分調査 ）前月 ）前月比

”ロ” 名 価裕 平均

すT ソ 同 126円
,/ 125～126 

石 (tjトデ己 i n  ( 0) 

j自 士r ilh 774～810 
788 

製 （自己j主ise ) ( + 12) 
ロロ日 L p プf ス

420～456 
444 

( 1 m‘） ( 0 ) 

4「－，、 所 m 治； 斉lj
248 

248 

日 （中性j先制600m£) ( 0 ) 

用
テノシュペ ー パー

130～158 
141 

(400枚紙納入I)) ( 0 ) 
問口ロ トイレ ッ トペーパー

290～340 
317 

（故紙ロール4佃組） ( 0 ) 

食 ノ、 ／ 

170 
170 

（普通品 6枚 l袋） ( 0 ) 

力日
・マ ガ ，ι． ， 

325～328 
327 

(450 g 1箱） ( - 4) 

工 し よ ヲ 油 468～485 429 
( 1.s eビン人） ( 0 ) 

食
サラダ ilti

276～368 
309 

（ポリ容器700g入） ( 0 ) 

品
と つ ，，、

78～80 
79 

（もめん l丁） ( 0 ) 

牛 才L
228 

228 
( 1 4パック人） ( 0 ) 

牛 肉
380 

380 
l ~t· 肉もも 100 g) ( + 3) 

1家 ｜去j
158～176 

168 

生
( "I肉もも 100g) ( + 3) 

定j 。Ii
130～170 

143 

鮮
(Mサイズ1011古I) ( + 10) 

i~ ぎ 226 
（千字通，.，－，＇1l kg) 198～272 ( +20) 

食
lま れ b、 し よ 228～255 

242 

日回日
（千字通品 lkg) ( + 18) 

占F ヤ
〆＼4‘ 、ソ

298～520 
373 

（普通品 lkg) ( +40) 

人 参
300～400 333 

（普通品 lkg) ( -27) 

構 癖前月に上ヒペ会1本的に安定価足であるもの

の． 副総統きの野菜． キャベツ．玉ね~
が前年同月に比ペると36%の値上り tな

り．外It.Ill！平年並の水準で推移しました。

くらしの情報室

田Tの工事発注状況
ょ
う
次
の
こ
と
に
卜
分
住
怠
し
て

く
だ
さ
い
。

V
－
一
ね
た
ば
こ
や
た
ば
、
｝
の
投
げ
捨

て
を
し
な
い
。

V
子
供
は
、

マ
ッ

チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

V
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い
。

v
e大ぷ
ら
を
掲
げ
る
と

き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

v

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

一

f
、
大
村
勝
政
、
山
時
間
洋
樹
、
同

一
鳥
え
り
「
、
小
林
仁
美
、
背
井
真

一
希
千
、
大
雄
暢
、
島
里
美
、
下
沢

一
山
丹
、
本
削
盟
、
出
制
力
也
、
坂

一
点
雷
里
奈
、
下
沢
麻
美
、
水
島
笠

一
，f
、
寺
崎
百
合
子
、
近
江
洋
子
、

明
巾本，
K
件
山
一
、

中
村
好
美
栄
、
大
村

清
美
、
米
問
芳
男
、
松
岡
二
三
男、

明

μ
川
達
・
鋭
、
日
比
谷
宏
、
柚
木
正
則
、

十
寸
川
ヂ
．
、
山
本
川
二
和
「
、
一
例
川

睦
子
、
．
取
取
組
、
魚
川
不
義
、
松

一
山
謙
太
郎
、

五
箇
庄

尚
的
組
、

一
広
山
似

一
郎
、
休
一
階
戊
、
凶
川
中
川

史
、
ぃ
仏
印
名
美
子
、
よ
問
戊
麻
衣
、

似
田
律

f
、
新
出
朝
「
、
鍛
治
ひ

で

f
、
谷
川
大
助
、
結
u口
尖
、

t
H

一札
防

f
、
柳
原
山
弘
美
、
川
村
附
他
、

上
回
奈
々
、
山
手
一
樹
、
浜
川
兵

紀
、
大
久
保
字
、
迫
分
友
希
、
南

相
山
市

L
即

4
u

打
身
・
捻
挫
の

応
急
処
置
は

当
科
外
来
を
訪
れ
る
打
身

・
似

体
刊
の
忠
者
さ
ん
の
う
ち
、
い
ま
だ

半
数
以
上
の
方
が
桶
い
場
所
に
温

命
薬
会
」
臥
っ
て
来
ら
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
常
識
と
し
て
、

ケ
ガ
を
し
た
点
後
の
処
世
の
出
命

薬
は
適
当
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

こ

の
よ
・
つ
な
場
介
、
次
の

4
つ
の
こ

と
を
？
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
u
他
行
や
映
を
ね
じ
ゥ
た
場
介
は
、

脚
を
地
山
に
山
VM
け
な
い
ι

②
で
き
る
だ
け
い午
く
、
勝
れ
、
・
悩

み
の
強
い
場
所
に
、
氷
を
ビ
ニ
ー

ル
袋
で
包
ん
だ
も
の
（
ア
イ
ス
ノ

ン
で
も
よ
い
）
を
当
て
て
冷
や
す
。

③
そ
の
氷
を
上
か
ら
強
く
押
さ
え

つ
け
る
。

④
椀
を
ケ
ガ
し
た
場
合
は
心
臓
よ

り
高
く
上
げ
て
お
き
、
脚
な
ら
ば

寝
る
と
き
に
枕
で
も
置
き
、
高
く

上
げ
る
。

以
上
の
応
急
処
置
を
し
た
後
、

で
き
る
だ
け
早
く
整
形
外
科
医
に

み
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

朝
日
町
は
ピ
ー
チ
パ
レ
｜
ポ
｜

ル
発
作
の
地
で
あ
り、

他
の
ス
ホ

ー
ツ
も
慌
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
い
ざ
と

い
う
時
の
応
急
処
罰
が
適
切
に
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

ψ

腫

れ

・
痛
み
に
は
、
出
布
で
は
な
く

J
爪
々
と
い
う
引
を
深
く
肝
に
銘

じ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

｜年｜金｜だ｜よ｜り｜

「
死
亡
届
」
を

年
金
を
受
け
て
い
る

人
が
死
亡
さ
れ
た
と
き

は
、
遺
族
の
方
が

「
受

給
惟
者
死
亡
同
」
を
役

場
年
全
係

へ
附
け
山
て

く
だ
さ
い
。
届
け
出
が

遅
れ
る
と
年
金
が
過
払

い
に
な
り
、

お
返
し
い
た
だ
く
な占す

み
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
人
に
支

払
わ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
年
全
が
残

っ
て

い
る
場
合
に
は
、
遺
族
の
方

に
そ
の
分
の
年
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
。

こ
れ
を
「
未
支
給
年
全
」
と

ぷ
支
給
年
金
を
受
け

ど
聞
倒
な
こ
と
に
な
り
ま
す

い
い
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
る
泊
肢
は
、

を
受
け
て
い
た
人
が
死
亡
し
た
当
．

時、

年
金

そ
の
人
と
一
緒
に
生
活
し
て

い
た
配
偶
有

・
子

・
父
母

・
孫

・

祖
父
母
ま
た
は
兄
弟
・姉
妹
で
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
年
金
係
へ
。

・
昭
和
閃
年
刊
月
号

⑪



富
山
県
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
を
受
賞

地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
に
日
に
富
山
県
庁
で
行
わ
れ
、
当
町

励
ん
で
い
る
人
や
献
身
か
ら
同
人
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し

的

に

世

話

を

し

て

い

る

た

。

人
を
表
彰
す
る

「
富
山

県
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
」

の
授
賞
式
が
、
日
月
ロ

4

司
表
彰
伝
達
式
に
て

V
の
び
の
び
賞

・
田
店
明
徳

（泊
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
）

・
出
建
光
忠

（朝
日
バ

レ
ー
ボ

ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

－
大
島
有
紀
子

（朝
日
ジ
ュ

ニ

ア
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

・
大
村
香
織
（
泊
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
）

V
は
つ
ら
つ
佐
川

－
杉
本
止
之

（朝
日
町
軟
式
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
）

・
藤
川
英

f
（泊
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
凶
）

V
さ
わ
や
か
賞

－
仰
下
則
雄
（
朝
日
町
パ
レ
｜

ボ
ー
ル
協
会
）

・
袖
野
孝
良
（
朝
日
間
柔
道
協
会
）

・
魚
住
昇
（
泊

一
区
体
育
協
会
）

・
藤
沢
義
弘
（
大
家
庄
地
区
体
育

協
会
）

－
戸
坂

一
夫
（
朝
日
町
武
道
協
会
）

・
水
島
義
則
（
宮
崎
ミ
ニ
パ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

・
古
野
幸
雄
（
大
家
作
サ
y

カ
｜

ス
ポ
ー
ツ
少
年
凶
）

県

大

会

等

の

－
青
木
修
（
泊
二
区
体
育
協
会
）

？
円
向
’
品
美
和
子
（
大
家
庄
健
康
体

操
ク
ラ
ブ
）

V
ほ
の
ぼ
の
4

貰

－
永
井
一
関
（例
日
町
陸
上
協
会
）

・
大
谷
友
古
（
朝
日
町
ゲ

l
ト
ボ

ー
ル
協
会
）

・
野
村
久
凹
（
朝
日
町
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
協
会
）

成

車貝
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

（
川
月
9

日
（
日
）
、
大
沢
肘
巡
動
公
同
陸
上

競
技
場
）

－
8
0
0
メ
ー
ト
ル

vH

A

 

2
佐

川

八

日

U

2
分

8
秒
2

・
砲
丸
投

2
位

宇
田
良
彦

（町
南
保
）

（佐川八
H
）

lO}i 1$日の午後6時から. 31,~制

め午前 7時20分まで，「夜なベビー

チバレ ーボール大会J が町民総合

体行館で開催さ札、町内外から民

った44チーム約1,500人が約13114i'

ri-11にわたり熱械を総リ広げました。

また，午前 2ti寺からエキジビシ

ョンとして. 10チームによる仮装

ビーチノ〈レーボール大会も行われ

参）JIIおの笑いを誘いました。

下・ 中新川地区危険物安全協会

主催の 「消火器による消火競技大

会」が， 9月21日に上市岡でl調催

され，朝日町代表として小｝｜｜建設

工業株式会社チーム （酒井保子 ・

長崎孝行・ 上沢正人さん ）が出場

し次勝に輝きました。

第
百
四
富
山
県
高
等
学
校
新
人
陸

上
競
技
対
抗
選
手
権
大
会

（
叩
月
1
日
（
土
）
・
2
日

（臼）
、

県
営
富
山
陸
上
競
技
場
）

－
3
、
0
0

0
メ
ー
ト
ル
臨
書
物

競
争

2
位
、
七
沢
誠
（
幼
）

9
分
竹
山
秒

6

（大
会
新
）

第
口
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で・・b・われました。

これは，今年に入ってからの両

署管内の交通事放による死者はそ

れぞれ7人て＼ いずれも 2人ずつ

が県外人による事故だったため，

県境で県外から来る人に交通安全

をH千びかけよう と行われたもので，

ミスあさひの山市さんやミスひす

いの江端さんも応援に数けつけ，

チラシやマスコ ッ卜を自己 I）「安全

運転」を呼びかけました。

10月刊日

新川地区畜産共進会
この日，家畜の新川ーをll.llう第

18回新川地区南産共進会が魚津家

両市場で開催さil.2市 3町の農

家の皆さんが丹精込めて育てた家

出約60~員カ｛審査されました。

朝日町からは，肉用牛，豚の音IS

門に出品 し，次の方々が入賞－され

ました。

惨肉用牛優等賞

（乳牛） 1 等

この日，昭和63年度の学校花壇

コンクール ・花と繰の普及用ポス

9月27日
花と緑の表彰式

水野甚之車iii

秋山H寺i1unJ

9月18日～10月17日

〆少』ぜ勺
企優等貧！と緩いだ7.K野さんの肉用牛

10月15日～16日
夜なべビーチバレーボール

｜争義

｜盗義

愛場乱！男

ノI、
n一

人、

・1 J-

砂豚 （未経店主豚）

優等賞

i

1

 

4

一E1

A

－「‘

V安全運転を呼びかけるミスのお二人

9月21日
消火競技大会

ター原画Ht..び標語コン クールの表

彰式が行われ，花と織の銀行朝日

支店長（魚津町長）から入賞者に賞

；｜犬と記念品が手渡されました。

受賞したのは、次のちー々 です。

学校花壇の部砂金賞 大家庄小学

校砂銀賞 j白小学校．宮崎小学校，

蛭谷分校惨銅賞 南保小学校，笹

JI！小学校，朝日中学校 ポスター

原画の部砂金賞 長谷仁奈 u自小

－
ま
ち
の
う
ご
き

＠

qι
〆
1
q
v
セ〆

1
i
b
ル

Q》

47

富
山
県
秋
季
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会

（
叩
月
9
日

（日）
、
岩
瀬
運
動
公

園
）

－
小
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

2
位
消
水
大
志
郎
（
荒
川
）

準
決
勝

町
協
会
長
杯
野
球
大
会

宮
崎
体
協
5
1
0
例
日
町
役
場

キ
ツ
ズ
l
抽
選
勝
ち

ょ
ニ
太
ク
ラ
ブ

決

勝
ん
同
崎
体
協
4
1
1
キ
ヅ
ズ

町
内
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ji 決 ＇；~·； ji準
岩 JIJ者 岩 決
崎 勝 べ崎 勝
A テ A
7 ラ 10
｜ ン ｜
2 ズ 0

1 自 7 埼
崎 I・D 
戸、~ ＇~ 

三 5山
乙立；10,'.j

ズ部第

あ
す
こ
と
対
十
以

や
か
に

dfν

凶

下

町

東

草

野

v司
リ

臼
M
W

川
川
a

d
h
v

w
h円

削
間

千
剛
一
区

w
k

H
，
 

L島
常
’

H
H
μ

川
女

川，

o
e
E
1

””” 

水!l!f忠之

桜

町

町
士
間
保

等

竹

の

内

蝉

谷

辻

岩

崎

卜

U
析

)/'( 

!-l 

文
%
以
女
川
代

克
宏
二
到
将
大

ん一川
正
長
国
内
魔
人

i
晴

長

男

何

故

川
中

山
山
火

－一両力

他

山
山りは山英剛山

一女

川民
f

回 草 山
｜詰j IU 

ri 安長 小 TlL山
野達附林水手

法

一
二
館
内
昭
人

一
労

長

女

持

峨

総

長

男

健

太

述

抜

長

女

光

棺
二
長
国
内
崎
棟

久

一
長
剛
力
誠
宰

お
わし
せあ

盆

一一半
l
榊
一
区

一
日
東
町

ご
め
い

ふ
く
を

笹

川
塩

泉

町

点

下

町

H
H
，

m聞

大

屋

荒
川
四
丁
円

上

道

下

一千
仰

一
区

平
柳
ニ
区

月

山

山由
主

同
月H

X
 

tHH 

J
司
l

’三

枚

橋

野

羽

下

山

新

下

野

川 吉 小藤 七川古前藤杉沢平嶋野中横 竹
新

j頼聖子~：・ 回沢上弁周回本崎 JIJ奇岡山針山内 羽背

深沢

美
栄-r如

事基
（
九
）

フ
サ
ヱ
（
位
）

ヤ

ス

（加）

二
郎
（

η）

だ
け
（
的
）

保
彦
（
訂
）

は
つ
ゐ
（
打
）

ナ
ツ
ヨ
（
幻
）

晃
二
日
）

キ

ン

（部）

芳
太
郎
（
判
例
）

尚
一
美
（
M

）

秋

安

（河）

隆
治
（
打
）

伊
作
（

η）

仙

吉（乃）

仙
之
助
（
舵
）

－
昭
和
日
年
刊
月
号

＠



本
の
紹
介

「月
常
の
人」

t
下

杉
本
苑
子

無
常
な
似
川
乱
叶
一
を
ん
に
き
た
お

市
御
浪
人
、
お
一礼
、
は
山
向
。
徳
川

の
能
を
回
め
る
た
め
後
水
尾

K
G

に
綜
い
だ
将
心
中
禿
忠
の
末
娘

・
相

f

女
系

ニ
代
に
わ
た
る
絢
欄
の

回目[&J表困

朝日町立中央図書鐙

歴
史
小
説
。

新
し
い
本

（
一
般
書
）

た
か
が
江
川
さ
れ
ど
託
川r

i
j川！

、ι
H
N

タ
イ
ム

・
ア
フ
タ
ー
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世帯数 5.104(0)計 18,414（ふ16)女 9.735(6 9) 男 8.679（ム 7)〔10月の人口〕


